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不具合の内容 

エンジン制御ユニットにおいて、設計検討が不十分なため、走行距離が多くなると燃料高

圧ポンプ内の油圧制御バルブが固着することがある。 

そのため、燃料噴射量が不足し、エンジンの出力が不安定となり、クラッチ滑りが発生す

るほか、最悪の場合、エンジンが再始動できなくなるおそれがある。 

 

改善の内容 
全車両、当該ユニットを対策プログラムに更新し、燃料高圧ポンプ内部の油圧制御バルブ

の固着が発生しないよう、ブースト電流を増加させるプログラムに変更を行う。 

 

注意：     は対策する部品を示す。 

 
識別：助手席側ドアヒンジ部に、白色ペイントを塗布する。 
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